
エネルギー
のもとになる

血や筋肉・骨など
体を作るもとになる

体の調子を整える
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おべんとう　　の　　ひ　　です

しゅんぶん　の　ひ　です

しょうがっこう　そつぎょうしき　です

ごはん　　ぎゅうにゅう
しろみフライ
こんぶあえ
さつましる

こめ
あぶら
さつまいも

ぎゅうにゅう
しろみフライ
とうふ
みそ
しおこんぶ

もやし　キャベツ　にんじん
ごぼう　ねぎ

昆布はカルシウムが豊
富な食べ物です。カルシ
ウムは体内で作ること
ができないため食べ物
からとるしかありません
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603

おべんとう　　の　　ひ　　です

やさいたっぷりビビンバ
ぎゅうにゅう
わかめスープ
おいわいゼリー

こめ
ごまあぶら
ごま
ゼリー

ぎゅうにゅう
ぶたにく
はっちょうみそ
わかめ
とうふ

たまねぎ　にんにく　こまつな
もやし　にんじん　えのき
ねぎ

ビビンバは韓国の混ぜ
ご飯です。たくさん混ぜ
るほど味がなじんでおい
しいといわれています

628

セルフキーマカレーサンド
ぎゅうにゅう
みだくさんスープ

パン
じゃがいも
あぶら
カレールウ

ぎゅうにゅう
ぶたにく
とうふ

たまねぎ　にんじん　いんげん
とまとかん　しょうが　にんにく
ほうれんそう　キャベツ
コーン

今日の給食はキーマカ
レーをパンにはさんで自
分でキーマカレーサンド
を作って食べましょう

605

ごはん
ぎゅうにゅう
こうやとうふのにもの
やみつきキャベツ

こめ
ごまあぶら

ぎゅうにゅう
こうやとうふ
ちくわ　あげ
とりささみ
しおこんぶ

はくさい　だいこん　にんじん
いんげん　キャベツ　えのき
にんにく

高野豆腐は凍らせた豆
腐を乾燥させてつくりま
す。

644

ごはん
ぎゅうにゅう
がめに
はるやさいのごまあえ

こめ
さといも
ごまあぶら
ごま

ぎゅうにゅう
とりにく

ごぼう　れんこん　にんじん
いんげん　こまつな　しゅんぎく
しめじ　こんにゃく

がめ煮は博多の方言で
「寄せ集める」という意
味の「がめくりこむ」から
名付けられたという説が
あります

おべんとう　　の　　ひ　　です

ごはん
ぎゅうにゅう
あつあげのちゅうかに
キャベツとひじきのあまずあえ

こめ
あぶら
ごまあぶら
かたくりこ

ぎゅうにゅう
ぶたにく
あつあげ
あげ
ひじき

ほししいたけ　たけのこ
たまねぎ　にんじん　こまつな
しょうが　キャベツ

ひじきは昔から「食べる
と長生きする」といわれ
ているほど栄養満点の
食材です

681

たまねぎ　にんじん　にんにく
しょうが　えだまめ　コーン

今日の給食はカレーラ
イスにとんかつをのせて
食べるカツカレーです。

744

プルコギサンド
ぎゅうにゅう
コンソメスープ

パン　はるさめ
ごまあぶら
かたくりこ
ごま

ぎゅうにゅう
ぶたにく
ベーコン

たまねぎ　にんじん　ピーマン
こまつな　ニンニク　キャベツ
だいこん　しめじ　パセリ

プルコギは韓国の焼肉
です。お肉と一緒に野菜
をたくさん食べられる料
理です

622

ようちえん　　そつえんしき　　です

3月　　給　 食　 献　 立　 予　 定　 表　  　　   　　　　海南市立大東幼稚園

日 こんだて もりもりメモ

カ
ロ
リ
ー

ちらしずし　ぎゅうにゅう
からしあえ
おすまし
ひなあられ

こめ
ごま
ひなあられ

ぎゅうにゅう
あげ
とうふ
かまぼこ

ブロッコリー　キャベツ
にんじん　ねぎ　ほししいたけ

３月３日はひなまつりで
す。健やかな健康と幸
せを願う行事で、桃の節
句といわれます

606

カツカレー
ぎゅうにゅう
コロコロまめサラダ

こめ
カレールウ
ドレッシング
あぶら

ぎゅうにゅう
トンカツ
とりにく
だいず
とりささみ



エネルギー
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ー

(木)

※

おべんとう　　の　　ひ　　です

都合により献立を変更することがあります。ご了承ください。

3月3日は「ひなまつり」です。日本で、ひな

人形を飾る風習は室町時代に始まり、江戸時代

に盛んになったといわれています。「ひな」と

いう言葉には、もともと「小さな人形」という

意味があったそうです。ひなまつりの行事食に

は右のようなお料理があり、それぞれ意味があ

今月で今年度も終わりですね。食事の時間の1年間をふり返ってみましょう。


